2019年9月10日

案件名：ダルトンパス東代替道路建設事業
	番号
	頁
	項目
	コメント
	回答

	1
	1-33
	現地・国内及び社内外における具体的支援体制・能力・内容
	外部有識者（京都大学名誉教授　朝倉俊弘氏）は、本調査への協力について本人は承諾済でしょうか。
	8月13日に本調査への協力依頼を行い、ご承諾を頂いております。

	2
	2-14
	業務実施の方法
	2(10)【運営・維持管理体制の検討】の対象区間について、事業対象道路全体と記載されています。これは、調査対象区間（約50km）という理解で間違いないでしょうか。
	既設州道区間を含めた調査対象区間について運営・維持管理担当機関を確認し、維持管理の方針を検討致します。

	3
	2-17～2-19
	
	現地調査を伴う自然条件調査（表2.2-5、表2.2-6、表2.2-7、表2.2-9）は、調査中に選定される最適路線によって数量が変わることが想定されます。どの程度の数量の増加であれば、当初契約の範囲内で実施頂くことが可能でしょうか。
	再委託調査の見積を依頼致しますので、取得後にお伝えさせて頂きたく存じます。

	4
	2-32
	成果品等
	インテリム・レポートの提出時期について、1か月遅らせることを提案されています。
インテリム・レポートの確定版は、ご提案の時期でも問題ありませんが、インテリム・レポート案（概略設計含む）について、当初の提出期限（2020年2月10日）に提出頂くことは可能でしょうか。
	10月末に最適路線案合意、11月から地形測量と並行して道路の概略設計（地形測量完了後、測量成果の概略設計への反映、修正）、11月中旬までに交通需要予測を実施して車線数を含む概略設計方針の合意、道路の概略設計とほぼ同時にトンネル計画、構造物計画を行い、12月から1月に地質調査を実施、これを踏まえて1月から2月にトンネル設計、構造物設計を行い、それらをインテリム・レポート案（概略設計含む）に含め3月に提出させて頂く計画です。

	5
	2-37
	要員計画
	評価対象外業務従事予定者について、具体的な要件の提示をお願いします。
	別紙のとおりです。

	6
	1-34
	現地・国内及び社内外における具体的支援体制・能力・内容
	外部有識者（ヌエバ・エシハ科学技術大学大学院客員教授　Dr. Donato Bayubay Bumacs）をアドバイザー（また先住民族専門家）として迎えるとのことですが、どの程度本調査へ関与いただく予定でしょうか。（NCIP事務所長、大学の客員教授を務める傍らどの程度本調査へ従事出来るのでしょうか）
	Dr. Bumacasは社会環境（先住民族計画）担当として調査団に参加の上、これまで本事業計画地周辺の先住民族計画の策定に関与した経験を活用して、今回業務のための情報収集、現地先住民族との協議・調整、先住民計画の策定などを主体的に実施する計画です。他方、環境社会配慮助言委員会は日本人団員（自然環境 田野口、社会環境（住民移転）大田で対応します）。

	8
	2-28
	業務実施の方法
	先住民族手続きに係る留意点について、本調査では本事業完成までの先住民族配慮に係る手続き全般の洗い出し、先住民族計画（IPP）の作成、及びIPPアクションプランにアクセス道路等を含む場合は、それらのF/S、概略設計等を実施いただきたいと考えております。具体的なTORは最適路線が決まった際に作成されるとのことですが、現時点ではどのようなスケジュールを予定しているでしょうか。
	今回策定するIPPは、本事業の内容を反映する必要がありますので、路線の決定を受けて開始します。現時点ではEIAおよびRAPと同じタイミングで開始し、完成させることを予定していますが、具体的な詳細についてはDPWHやNCIPとの協議により調整します。
（なお、相手国に提出するEIA図書にはIPPの内容が求められると思料されます。この点もスケジュールを左右する要素となりますが、詳細についてはフィ国環境部局との協議によります。）

	10
	2-12
	業務実施の方法
	対象路線の合意形成の時期を調査開始1か月後とされていますが、対象路線を確定する際に参考とする情報は、先行調査、並びに現地踏査以外に何を想定されているでしょうか。
	路線選定の精度、合理性の向上を目的に、衛星画像、及び衛星画像から作成する標高データ（DEM）を活用した先行調査での計画案の更新、新計画案の追加を行う予定です。

	11
	2-18、19
	業務実施の方法
	航空測量や弾性波探査について、許認可等のスケジュールはどのように考えいているでしょうか。（同国では飛行許可や火薬使用の許認可取得に数か月の時間を要すると聞いています）
	航空測量の許認可手続きは再委託先候補を通じて確認致します。また、弾性波探査についてはMETI調査で実施しており可能と考えておりますが、許認可手続き、所要時間について調査致します。

	12
	2-16
	業務実施の方法
	本プロポーサルでは、新計画案4が最良線形案とされていますが、貴社が実施した過去のプレF/Sにおいて、当線形案の提案が行われなかった理由は何でしょうか。
	過去のプレF/Sでは1/50,000地形図をベースに路線の検討を行いましたが、今般、衛星取得の地形データや事前に実施した現地踏査により地形・地質を再度精査の上、検討したところ、過去に計画されたトンネルよりも東方に、より安全性が高く、合理的な路線を計画できる可能性を認識したものです。本調査においては更に精細な地形データを使用し路線選定の精度・合理性を高めることを計画しています。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


以　上
